
Ô 財務活動によるキャッシュ¥フロー

国立大学財務¥経営センター債務負担金の返済による支出 � 1¶506¶141¶079

長期借入れによる収入 398¶896¶000

長期借入金の返済による支出 � 419¶828¶000

リース債務の返済による支出 � 645¶386¶142
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小計 � 2¶172¶459¶221

利息の支払額 � 587¶688¶206
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財務活動によるキャッシュ¥フロー � 2¶760¶147¶427

Õ 資金に係る換算差額 141¶509

Ö 資金増減額 � 1¶037¶682¶926

× 資金期首残高 11¶922¶706¶784
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Ø 資金期末残高 10¶885¶023¶858
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利 益 の 処 分 に 関 す る 書 類
（単位：円）

Ò 当期未処分利益 2¶339¶562¶760

当期総利益 2¶339¶562¶760

Ó 積立金振替額 133¶064¶664

教育研究診療環境整備積立金 133¶064¶664

Ô 利益処分額

積立金 2¶472¶627¶424

国立大学法人等業務実施コスト計算書
（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

（単位：円）

Ò 業務費用

\ 損益計算書上の費用

業務費 53¶797¶849¶164

一般管理費 1¶552¶184¶687

財務費用 583¶324¶150

雑損 29¶204¶197

臨時損失 156¶263¶155
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56¶118¶825¶353

] （控除）自己収入等

授業料収益 � 7¶179¶563¶761

入学金収益 � 979¶145¶200

検定料収益 � 180¶865¶100

附属病院収益 � 24¶074¶625¶714

受託研究等収益 � 1¶325¶707¶355

受託事業等収益 � 321¶683¶412

寄附金収益 � 1¶404¶453¶328

財務収益 � 51¶858¶503

雑益（研究関連収入を除く） � 692¶165¶182

資産見返寄附金戻入 � 555¶092¶866

建設仮勘定等見返寄附金戻
入

� 475¶000
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� 36¶765¶635¶421
EEEEEEEE

業務費用合計 19¶353¶189¶932

Ó 損益外減価償却等相当額

損益外減価償却相当額 2¶236¶964¶503

損益外固定資産除売却相当
額

113¶530¶380
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2¶350¶494¶883

Ô 損益外減損損失相当額 28¶567¶144

Õ 引当外賞与増加見積額 � 23¶921¶406

Ö 引当外退職給付増加見積額 � 147¶703¶575

× 機会費用

国又は地方公共団体の財産
の無償又は減額された使用
料による貸借取引の機会費
用

139¶466¶985

政府出資の機会費用 1¶065¶554¶349
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1¶205¶021¶334

Ø （控除）国庫納付額 0
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Ù 国立大学法人等業務実施コス
ト

22¶765¶648¶312
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注 記
Ò．重要な会計方針
１．運営費交付金収益及び授業料収益の計上基準
原則として期間進行基準を採用しています。
なお、「特別教育研究経費」「特殊要因経費」に充当される運営費交付金の一部については、文部
科学省の指示に従い業務達成基準あるいは費用進行基準を採用し、プロジェクト研究の一部につ
いては業務達成基準を採用しています。
２．減価償却の会計処理方法
\ 有形固定資産
定額法を採用しています。
耐用年数については、法人税法上の耐用年数を基準としていますが、主な資産の耐用年数は
以下のとおりです。
建物：３～50年 構築物：３～50年 工具器具備品：２～15年
なお、受託研究収入等で購入した資産は、研究期間を耐用年数としています。
また、特定の償却資産（国立大学法人会計基準第83）の減価償却相当額については、損益外
減価償却累計額として資本剰余金から控除して表示しています。

] 無形固定資産
定額法を採用しています。
なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（５年）に基づ
いています。
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